
 

 

 

学術フォーラム・公開シンポジウム等の開催予定について 

（７月末までに開催するもの） 

 

 

令和３年６月２４日時点 

開催日時 開催場所・形式 名称 

６月２６日（土） 

 13：00～16：45 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「インセクトワールド－多様な昆虫の世界 II

－」 

６月２６日（土） 

 13：30～17：30 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「東日本大震災 10 年と史料保存-その取組と

未来への継承-」 

６月２７日（日） 

 13：30～17：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「脳とこころから見た With/Post コロナ時代

のニューノーマルの課題と展望」 

シンポジウム２：コロナ禍における脳科学と人

工知能 

６月２７日（日） 

 13：30～16：30 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「コロナ禍における社会福祉の課題と近未来

への展望～直面する危機から考える～」 

６月２９日（火） 

 17：00～19：30 

オンライン開催 公開講演会 

「新型コロナウィルス感染症対策の現状と今

後-歯科からの発信-」 

６月３０日（水） 

 ～７月２日（金） 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「安全工学シンポジウム 2021」 

７月３日（土） 

 13：00～17：50 

オンライン開催 学術フォーラム  

「気候変動等による地球環境の緊急事態に社

会とどう立ち向かうか－環境学の新展開－」 

７月３日（土） 

 15：30～17：30 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「コロナ下において考えるべき栄養」 

７月１７日（土） 

 13：25～17：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「新型コロナワクチンを正しく知る」 

７月１８日（日） 

 13：00～19：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「文化の互換可能性―継承・翻訳・再生―」 

７月３０日（金） 

 13：00～16：30 

金沢大学＋オン

ライン配信 

中部地区会議主催学術講演会 

「高齢社会を生きぬくための取り組み」 
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６月１日より
登録受付開始

詳細･登録は
こちら

ここをクリック

クリックでジャンプできない場合

ブラウザにURLをご入力ください

13:00～13:20
日本学術会議農学委員会応用昆虫学分科会活動報告 小野 正人（日本学術会議連携会員、玉川大学 農学部 教授）
13:20～13:30
日本昆虫科学連合活動報告 志賀 向子（日本昆虫科学連合代表、大阪大学 大学院理学研究科 教授）

●活動報告

●講演
13:35～14:05
１）矢代 敏久（国立研究開発法人 農研機構植物防疫研究部門 研究員）
「シロアリにおけるオスのいない社会の進化」
14:05～14:35
２）亀田 恒徳（国立研究開発法人 農研機構生物機能利用研究部門 ユニット長）
「ミノムシの生態と糸の特徴」

14:35～15:05
３）上田 昇平（大阪府立大学 大学院生命環境科学研究科 准教授）
「アリをめぐる生物の種間関係と共進化」

15:20～15:50

15:05～15:20

４）沓掛 磨也子（国立研究開発法人 産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門 研究グループ長）

休憩

「社会性アブラムシにおける利他行動の分子基盤と進化」
15:50～16:20
５）小野 正人（日本学術会議連携会員、玉川大学 農学部 教授）
「社会性ハチ類と私たちとの関係」

●総合討論 16:20～16:45

座長：池田 素子（日本学術会議第二部会員、名古屋大学 大学院生命農学研究科 教授）

座長：池田 素子

問い合わせ先：日本昆虫科学連合事務局 後藤慎介（大阪市立大学 大学院理学研究科） E-mail: contact@insect-sciences2.sakura.ne.jp

http://www.insect-sciences.jp/
conferences/domestic-conferences/9.html

第１１回 日本昆虫科学連合･日本学術会議 公開シンポジウム

「インセクトワールド
     －多様な昆虫の世界 II－」

2021年６月２６日(土)今年はオンライン開催です！
13:00～16:45

要事前登録

定員500名

参加費無料

日本昆虫科学連合 日本学術会議農学委員会応用昆虫学分科会

主催

http://www.insect-sciences.jp/conferences/domestic-conferences/9.html


日本学術会議史学委員会・日本歴史学協会主催公開シンポジウム 

日 時：2021 年 6 月 26 日(土) 13：30～17：30 

オンライン開催〈参加費無料／先着順受付〉

参加登録用ウェブサイト  https://forms.gle/EieasBhbUBme6YFL6

開会挨拶：若尾政希（日本学術会議会員／一橋大学教授）

報  告

佐藤 大介（東北大学災害科学国際研究所准教授） 

被災史料・被災地と向き合い続けて考えたこと 
―宮城での活動の経験から― 

大和田侑希（福島県富岡町住民課係長） 

歴史資料保存・活用に関する行政職員が担うべき役割と可能性 
阿部 浩一（福島大学教授） 

ふくしまの資料保全活動の 10年を未来につなげる 

特別報告 

伊藤 一晴（国立公文書館上席公文書専門官） 

令和 2年度アーキビスト認証の実施結果と令和 3年度の取組について 

コメント 芳 賀  満（日本学術会議会員／東北大学教授） 

佐々木和子（神戸大学大学院人文学研究科学術研究員） 

パネルディスカッション 

パネリスト：佐藤大介／大和田侑希／阿部浩一 

司会：大友 一雄（日本学術会議連携会員） 
熊本 史雄（駒澤大学教授） 

閉会挨拶：中野達哉（日本歴史学協会委員長／駒澤大学教授）

主催：日本歴史学協会・日本学術会議史学委員会 
日本学術会議史学委員会歴史資料の保存・管理と公開に関する分科会 

後援：全国歴史資料保存利用機関連絡協議会・日本アーカイブズ学会 

東日本大震災 10年と史料保存―その取組と未来への継承― 



主饂： B*学術会重臨床医学委員会脳とここる分科会
冨一部心遷学・敦n学員今隣と鴛轟分科会』健量・医療と心理学分科会、第二邸大頬悦O染虚予防・制圧体制検討分科会、 基礎医学委員会神紐径学分科会、 墓礎医学委員会・
塁床医学委貝会合問アディクション分科会鑑鼠•生活科学委員会・臨床医学委只云8四少子轟配社会におけるケアサイエンス分科会、 Ill='部慣輯学委員会、範合工学委員会・
機誡工学委員会合同計貫科学シミュレーションと工学投計分科会心と脳など斬しい頷鍼検討小委員会

共纏：日本生命科学アカデミー、 日本精神神経学会、日本神経宇食斬学術預減＇マルチスケール脳」

攣量：日亭翫科学関遠学会遍合、日本鷹外科宇拿8本神疑科学学会、日本神庭鰐遍字念日本軍覆学会、 日本精神保鑢・霞学会、B本歎膏社貪学禽日本教賣字念日本神田韮�'l'会

●い會P讐●口：理化学碩究所・多噸鳳傭搾震恵研天チ-ム·.IIとここる分科会重嘉忌・fm疵m如血"'-"""'ぷ"'釦�,此n.Jp

⑧ 且杢竺痘。含烹
主●：日本学術会濃露床医学委員会羅とここる分科会

霊一部心理学・教育学委員会脳と重識分科会、 健康・医療と心理学分科会、 霜二部大規悛感染症予防謬Uff体鬱」検討分科会、基礎医学委員会神経科学分科会、基礎医学委員会・
饂床医学委員会合同アテ，，クション分科会、 儲鑽•生活科学委員会・饂床医学委員会合同少子高齢社会におけるケアサイエンス分科会、 第三部慣輯学委員会、 饒合工学委員会·
機械工学委員会合肩計翼科学シミュレーションと工学設計分科会心と1i11など新しい頷鍼検討小委員会

其肇：日本生命科学アカデミー、日本精神神経学会、日本神緩字会．斬学術預減『マルチスケール脳』
攣鑽：日本脳科学関遍字会遍合、日本脳外科学念日本神経科字学会、日本神経網珊学会、日本霞雇学食、日本霧神保髯讀鑽学負日本教育社会学禽日本教育学会、日本神経回路字g

●い會わ曾●口湮仁碩江m多電層鶉神霰患研究テーム・脳とこころ分科会事惰忌•Em誡-JYmpo20ll@叫AenJp

⑧ 月烹竺痘。含烹





公開シンポジウム

日時 2021年６月27日（日）

13時00分～16時30分

参加費 無料

開催 ウェビナーによるオンライン開催

開催趣旨：コロナ禍において、社会福祉の実践現場では様々な課題に直面してい
る。感染拡大にともなう生活困窮（問題）の拡大や福祉サービスの利用制限、地
域活動の自粛、感染拡大の予防とサービス提供の両立を求められる福祉施設の運
営、地域での感染者等への差別や排除、外国人や若者など既存の制度で対応でき
ない人々への支援課題など、この間、様々な事象が表面化し、現場において試行
錯誤の取り組みがなされてきた。

こうした取り組みは、新型コロナウィルスの感染拡大で生じた課題への対応とし
てだけではなく、これまで社会保障や社会福祉が抱えていた潜在的な課題、ある
いは今後検討していかなければならないテーマの重要性を示唆するものである。
社会福祉分科会では、2018年に提言『社会的つながりが弱い人への支援の在り
方について』をまとめているが、その際に問題にした状況は益々深刻化している。

今回のシンポジウムでは コロナ禍で顕在化した社会福祉課題を確認し、コロナ
禍のみならず、コロナが収束した後（アフターコロナ、ビヨンドコロナ）にむけ
て、必要な対応について検討する。そのために、第Ⅰ部では、福祉現場からコロ
ナ禍で顕在化した課題について報告していただき、そのうえで、第Ⅱ部では制度、
政策、実践の基盤となる社会福祉学の観点から、社会福祉の近未来について展望
する。

主 催：日本学術会議社会学委員会社会福祉学分科会

共 催：日本社会福祉系学会連合

後 援：社会福祉法人全国社会福祉協議会、公益社団法人日本社会福祉士会、公益社団
法人日本精神保健福祉士協会、公益社団法人日本医療ソーシャルワーク協会、
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟



予定 内容

13：00 挨拶 湯澤直美（日本学術会議連携会員 日本社会福祉系学会連合会長）

13：05 基調報告
「コロナ禍で顕在化した危機・リスクと社会福祉の役割」
和気純子（日本学術会議第一部会員 東京都立大学教授）

13：20

第Ⅰ部
「福祉現場からの報告 －コロナ禍で顕在化した課題－」
コーディネーター 原田正樹（日本学術会議連携会員 日本福祉大学教授）

13：25 報告1
「コロナ禍でつながる地域と診療所のソーシャルワーク」
榊原次郎（たちかわ脳神経外科クリニック 医療ソーシャルワーカー）

13：40 報告2
「コロナ禍で見えた移民、難民の健康・生活破壊」
大川昭博（NPO法人 移住者と連帯する全国ネットワーク理事）

13：55 報告3
「コロナ禍で生活困窮、社会的孤立を支える現場から」
勝部麗子（社会福祉法人 豊中市社会福祉協議会 福祉推進室長）

14：10 報告4
「ポストコロナの社会福祉施設でのテクノロジーの導入」
宮本隆史（社会福祉法人 善光会COO）

14：25 討論

14：45 休憩

15：00

第Ⅱ部
「コロナ禍において問いかけられていることー社会福祉学からの問題提起－」
コーディネーター 金子光一（日本学術会議連携会員 東洋大学教授）

15：05 報告1
「生存権保障のために～生活保護行政に問いかけられているものもの」
岩永理恵（日本学術会議連携会員 日本女子大学准教授）

15：25 報告2
「医療機関で働くソーシャルワーカーの実態調査から見えてきたこと」
保正友子（日本学術会議連携会員 日本福祉大学教授）

15：45 報告3
「ジェンダー平等を実現するために～シングルマザーの現実から～」
湯澤直美（日本学術会議連携会員 立教大学教授）

16：05 討論

16：30 閉会 木原活信（日本学術会議連携会員 同志社大学教授）

お問合せ
社会福祉系学会連合事務局
jaswas.official@gmail.com

http://bit.ly/june27seminar
（1,000名定員達成次第 締め切り）

事前申込み 申込締切
2021年6月25日（金）24時

・お申込み後、ZOOMのURLを送信いたします
・後日の配信については検討中です

mailto:jaswas.official@gmail.com
http://bit.ly/june27seminar


日本学術会議歯学委員会・臨床系歯学分科会・日本歯学系学会協議会 Web 講演会 

 

「新型コロナウィルス感染症対策の現状と今後  

-歯科からの発信-」 
  

 

下記により，日本学術会議歯学委員会・臨床系歯学分科会主催，日本歯学系

学会協議会共催の講演会「新型コロナウィルス感染症対策の現状と今後 ―歯科

からの発信―」を開催致します．どなたでもご参加いただけますので，是非と

も多くの皆様にご周知いただきますようお願い申し上げます．多数の方々のご

参加をお待ちしております．  

 

日本学術会議歯学委員会委員長 市川 哲雄 

一般社団法人日本歯学系学会協議会理事長 羽村  章 

 

記  

  

日 時 ： 2021 年 6 月 29 日（火）17:00～19:30 

開催形式 ： Web（Zoom）  

次 第：  

17:00 開会挨拶  

  市川哲雄  （日本学術会議会員，徳島大学医歯薬学研究部教授)  

羽村  章 （日本歯科大学生命歯学部教授，日本歯学系学会協議会理事長）  

17:05～18:45  

座長 馬場一美（日本学術会議連携会員，昭和大学歯学部教授） 

講師 

小嶺 祐子  （厚生労働省 医政局歯科保健課 課長補佐） 

    小林隆太郎（日本歯科大学生命歯学部教授）  

忽那 賢志  （国立国際医療研究センター国際感染症センター   

国際感染症対策室 医長）  

19:30 閉会挨拶  

  

 

参加申込方法： 

参加（視聴）をご希望の各位におかれましては，6 月 25 日（金）までに 

日本歯学系学会協議会事務局（gakkai18@kokuhoken.or.jp）まで  

①氏名，②ご所属（一般の方はご住所）の 2 点をご連絡ください． 

申込手続きいただいた各位には，開催日の前日までに視聴用 ID とパスワードをメ

ールにてご連絡いたします．                       

以上  





主催　日本学術会議
共催　環境学委員会、公益社団法人 環境科学会
協力　環境工学連合小委員会

環境学は大きな変革期にある。人間活動の影響による気候変動は洪水や渇水を引き起こす異常気象や森林火災の頻度を高め、新型コロ
ナウィルス感染症は地球規模で社会に甚大な影響を及ぼしている。ほかにも生物多様性の損失や化学物質汚染など、いわば地球環境の
緊急事態は深刻さを増している。これらの課題に対し、情報技術や環境投資などの誘導策も活用した、経済、社会、教育等が連携した
社会全体のパラダイムシフトが強く求められている。日本学術会議の中でも多分野のメンバーが関与する環境学から、それぞれの分野
の最先端の動きを紹介し、緊急を要する環境学の新たな展開を考えるフォーラムの第１弾！

－環境学の新展開－

趣旨説明・環境学委員会に関するご紹介

基調講演：国際戦略の中での環境学の役割

持続可能な地球環境のための気候変動研究

環境政策・環境計画の新展開

環境投資の新展開

環境と社会の新展開

新学習指導要領がもとめる資質能力と環境思想

環境リスクの新展開

自然環境と都市の新展開

子どもの致死的状況の二度無しを実現するエコシステム

環境科学の新展開

土木・建築学と脱炭素社会の新展開

資源・材料循環の新展開

環境工学が拓く未来

未来社会から現在を見る

学会・他機関との連携と今後にむけて

閉会

PROGRAM

REGISTRATION 申込URLは以下のとおりです。右のQRコードからも読み取りいただけます。
https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0067.html ( 当日まで受付 )

国立保健医療科学院上席主任研究官

東京大学未来ビジョン研究センター教授

国立環境研究所地球システム領域長

早稲田大学法学部教授

九州大学大学院工学研究院教授

千葉大学環境リモートセンシング研究センター教授

元横浜国立大学教授

名古屋大学名誉教授・中部大学客員教授

千葉大学大学院教授

東京工業大学教授

東北大学大学院工学研究科教授

早稲田大学創造理工学部教授

早稲田大学・東京大学大学院教授

国立環境研究所理事

総合地球環境学研究所・高知工科大学教授

長崎大学教授・元国立環境研究所理事長

日本学術会議環境学委員会委員長

日本学術会議副会長

FE・WCRP 合同分科会

環境政策・環境計画分科会

サステイナブル投資小委員会

地球環境変化の人間的側面 (HD) 分科会

環境思想・環境教育分科会

環境リスク分科会

自然環境分科会

子どもの成育環境分科会

環境科学分科会

脱炭素社会分科会

SDGs のための資源・材料の循環使用検討分科会

環境工学連合小委員会

フューチャー・デザイン分科会

環境科学会会長

 

13:00

13:10

13:40

13:55

14:10

14:40

14:55

15:10

15:25

15:40 

16:10

16:25

16:40

16:55

17:10

17:25

17:45

日時　2021 年 7月 3日（土）　13:00 ～ 17:50（オンライン開催）

浅見 真理

髙村 ゆかり

三枝 信子

大塚 直

馬奈木 俊介

近藤 昭彦

工藤 由貴子

那須 民江

池邊 このみ

西田 佳史

北川 尚美

田辺 新一

所 千晴

森口 祐一

西條 辰義

渡辺 知保

休　　憩

※都合によりプログラムを変更させていただく場合があります。何卒ご了承ください。

休　　憩

お問い合わせ先 日本学術会議事務局企画課学術フォーラム担当　電話：03-3403-6295
または、浅見 真理（第三部会員）　E-mail：envforum＊niph.go.jp（＊を@にご変更ください）

学術フォーラム

　　　　　　　　地球環境
緊急事態
どう立ち向かう

気候変動等による　　　　の

　　　　に社会と

　　　　　　　か



日本栄養・食糧学会／日本学術会議  共同主催公開シンポジウム

開会の挨拶・概要説明
熊谷 日登美（日本学術会議 IUNS分科会委員長・日本大学生物資源科学部教授）

「新型コロナウイルスを制するための正しい知識 
 ～ワクチンと変異と食品と～」
水谷 哲也（東京農工大学未来疫学研究センター教授）

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の治療における
 臨床栄養学的アプローチ」
鷲澤 尚宏（東邦大学医療センター教授）

「新型コロナウイルス感染症と栄養」
酒井　 徹（徳島大学大学院医歯薬学研究部教授）

「感染症予防に役立つ食事」
石田 裕美（女子栄養大学栄養学部教授）

総括・閉会の挨拶
稲垣 暢也（日本学術会議 IUNS分科会副委員長・京都大学大学院医学研究科教授）

15:30～15:40

15:40～16:05

16:05～16:30

16:30～16:55

16:55～17:20

17:20～17:30

■ 本シンポジウムは、日本栄養・食糧学会大会の期間中に行われますが、どなたでも
 ご参加いただけます。  奮ってご参加ください。

日 時 土7月3日7月3日
15：30～ 17：3015：30～ 17：30

令和3年令和3年
場 所

（以下あるいは右側のQRコード）（以下あるいは右側のQRコード）

https://www2.aeplan.co.jp/jsfns2021/index.htmlhttps://www2.aeplan.co.jp/jsfns2021/index.html

オンライン開催オンライン開催

コロナ下において
　　　考えるべき栄養
コロナ下において
　　　考えるべき栄養

問い合わせ先 第75回日本栄養・食糧学会大会運営事務局
E-mail： jsnfs2021@aeplan.co.jp　TEL： 06-6350-7163



公開シンポジウム 

「新型コロナワクチンを正しく知る」の開催について 

 

1. 主 催：日本学術会議第二部、一般社団法人日本医学会連合、 

公益社団法人日本薬学会 

 

2. 後 援：調整中 

 

3. 日 時：令和３年７月 17日（土） 13:25 – 17:00  

（シンポジウムは 13:30より開始） 

 

4. 場 所：オンライン開催 

 

5. 開催趣旨： 

新型コロナウイルスに対するワクチンの接種が進んでいます。４月には 65歳

以上の国民を対象にした接種が開始され、６月には大学・職域接種が開始され

て、接種対象者に 18～64歳が加わりました。しかし、国民のなかにはワクチン

接種を躊躇する方々がおられると伝えられています。 

日本学術会議では、本年４月と５月に新型コロナワクチンに関する学術フォ

ーラムや公開シンポジウムを、日本医学会連合や日本薬学会と共同で主催して

きました。新型コロナワクチンの接種が拡大される今、改めて、ワクチンに関す

る信頼できる情報を共有し、接種対象者の疑問や不安の解決に役立つことを願

って市民公開シンポジウム企画しました。新型コロナワクチンの効果や副反応

と併せて妊娠への影響、小児への投与についても取り上げます。 

 

講演の内容や参加申込み方法などの詳細は、近日中に日本学術会

議ホームページ（http://www.scj.go.jp/ja/event/2021/313-s-0717.html）に掲

載いたします 

 

http://www.scj.go.jp/ja/event/2021/313-s-0717.html


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

16：00～16：30 

 

13：05～13：30 

基調講演  

13：30～14：00 

 

14：00～14：30 

  

上原麻有子（京都大学大学院文学研究科教授／日本学術会議連携会員） 

 

永井由佳里（北陸先端科学技術大学院大学教授／日本学術会議連携会員） 

「創造性のさまざまなあり方―文化・芸術を SDGsの視点から考える―」 

 

14：30～15：00 

 

16：30～18：30 

  

 

 

 

13：00～13：05 

趣旨説明  

日時：令和 3年 7月 18日 13時～19時 

    

 

 

１）荒川正明（学習院大学教授）・繭山浩司（修復家） 

「破壊から再生へ ―ウィーン・ロースドルフ城所蔵の陶磁器修復―」 

２）岡岩太郎（岡墨光堂代表） 

「過去と対峙する修理 ―伝わる過程で変貌する絵画―」 

３）京都絵美（画家、東京藝術大学専門研究員） 

「日本画の伝統と創造 ―〈模〉の思想をめぐって―」 

●●●●●●●● 休 憩 ●●●●●●● 

司会：上原麻有子 

４）小野真龍（天王寺舞楽協会常任理事） 

「雅楽伝承における「翻訳」あるいは「再生」」 

５）酒井邦嘉（東京大学大学院総合文化研究科教授） 

「AI時代の創造と芸術」 

 

 

●●●●●●●●●●●● 講 演 ●●●●●●●●●●●● 

 

司会：佐野みどり（学習院大学名誉教授／日本学術会議連携会員） 

小田部胤久（東京大学大学院人文社会系研究科教授／日本学術会議連携会員）  

澁谷政子（福井大学教授／日本学術会議連携会員） 

島尾新（学習院大学教授） 

武田宙也（京都大学大学院人間・環境学研究科准教授／日本学術会議連携会員） 

吉岡洋（京都大学こころの未来研究センター特定教授／日本学術会議会員） 

主催：日本学術会議哲学委員会 芸術と文化環境分科会   

協力：京都大学文学研究科日本哲学史専修 

http://www.nihontetsugaku-philosophie-japonaise.jp/ 

     申込先：https://bit.ly/2RHm1IX 問合先：geijyutsubunkakankyo25@gmail.com 

●●●●●●●●● パネルディスカッション ●●●●●●●●● 

 

司会：上原麻有子 

 

15：20～16：00 

 

要事前登録 

参加費無料 

 

日本学術会議哲学委員会【芸術と文化環境分科会】公開シンポジウム 

 文化の互換可能性―継承、翻訳、再生― 

http://www.nihontetsugaku-philosophie-japonaise.jp/
https://bit.ly/2RHm1IX
https://bit.ly/2RHm1IX


金沢大学
金沢市角間町

日本 学 術 会 議 中 部 地 区 会 議 主 催 学 術 講 演 会

人生100年時代に突入している我が国において、健康に生きるという
ことが多くの人にとっての関心事です。
社会の高齢化が加速する中、医療の観点から、認知症や生活習慣病
に対する予防を目指したプロジェクト研究が、大学と地域との連携によ
って実施されてきました。
また、社会福祉の現場では、石川発の「ごちゃまぜ」の概念に基づく共
生社会を目指したユニークな取組みが展開され、全国的にも注目され
ています。
本講演会では、これまでの研究・実践成果や今後の展望を含めた取り
組みを紹介します。

※参加を希望される方は、７月２６日（月）までに下記URLまたは右の
　QRコードより申し込みをお願いします。（対面・オンライン参加共通）

https://ws.formzu.net/dist/S12764568/
※新型コロナウイルス感染症の状況次第では、開催方法の変更等
　の措置をとる場合があります。

●日本学術会議中部地区会議事務局（名古屋大学研究協力部研究企画課内）
TEL：052-789-2039　FAX：052-789-2041

●金沢大学研究・社会共創推進部研究推進課
TEL：076-264-6140　FAX：076-234-4016

主　催

事前申込URL

共　催

URL

日本学術会議中部地区会議日本学術会議中部地区会議
金沢大学、学術変革領域（A）「生涯学」
http://www.scj.go.jp/ja/area/index.html

問　い
合わせ先

金沢大学長  山崎  光悦
日本学術会議会長  梶田　隆章

（日本学術会議第三部会員、東京大学卓越教授）

日本学術会議中部地区会議代表幹事  池田　素子
（日本学術会議第二部会員、名古屋大学大学院生命農学研究科教授）

中部地区科学者懇談会石川県幹事  福森　義宏
（金沢大学名誉教授、金沢大学ナノ生命科学研究所特任教授）

地域コホート研究を起点とする認知症予防法の開発
～なかじまプロジェクト～
金沢大学名誉教授、国家公務員共済組合連合会九段坂病院副院長、東京医科歯科大学特命教授  山田　正仁
生活習慣病（Non-communicable diseases）の個別化予防
・ゼロ次予防を目指して
金沢大学医薬保健研究域医学系環境生態医学・公衆衛生学教授  中村　裕之
The ごちゃまぜ  看取り合う共生社会
社会福祉法人佛子園理事長  雄谷　良成

日本学術会議中部地区会議運営協議会委員  松井  三枝
（日本学術会議第一部会員、金沢大学国際基幹教育院教授）

13:00▶13:10
開会挨拶
13:10▶13:20
日本学術会議会長挨拶

13:20▶13:30
主催者挨拶

13:30▶13:40
科学者との
懇談会活動報告

13:40▶16:25
学術講演会

16:30
閉会挨拶 司会

7月30日
令和3年

13:00▶16:30
金

『高齢社会を生きぬくための取り組み』

PROGRAM

自然科学大講義棟
レクチャーホール

参加費無料

申し込みは
こちらから!!

対面・オンライン開催
事前参加申込制

どなたでもご参加いただけます

高齢社会を生きぬくための
取り組み
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